

























































































































































































































































































































































 （1）Dalem Puri（写真45）、（2）Goa Rajar
 （3）Pura Catur Lawa Ratu Pasek （写真46）他、











































































































































































　　　 1 . Banjar Kaja
　　　 2 . Banjar Kelod
　　　 3 . Banjar Kauh
　　　 4 . Banjar Jero
　　　 5 . Banjar Empatan
　　　 6 . Banjar Tanah Dehe
　　　 7 . Banjar Lempah
　　　 8 . Banjar Kute Dalem





医者、そしてプマンクーに由来した人間である。（cf.Dr. R. GORIS,BALI ATLAS 
－ 127 －
KEBDAJAN,CULT AND CUSTOMS,CULTURGESCHIEDENIS IN BEELD,published by the 
Government of the Republic of Indonesia,p.198.
（4）M.エリアーデ著、久米博訳『太陽と天空神』（エリアーデ著作集　Ⅰ）（せりか書房、
1974年）、220～221頁。
（5）シンガラジャの西方30キロのところにあるプダワ村では、死後40日たつと、マパガット
Mapegat という儀式が行われる。これは、死者の魂と体が分けられる儀式である。
　　また、プダワ村の教師スクラタ氏によれば、1960年まではナンキットの時ブンカラ川で
の儀式で帰って来た故人の魂は、プラデサの裏のナババン・クンドゥッフ　Nababang 
Kunduh（nabaは自由にするの意味、Kunduhは魂のシンボルのことである）で儀式をし
た後、バリ・アグンに行き、各家のHyang（Yanに同じ）に入るというものであったが、
この60年代から70年代にかけてクランのパイポンが、魂がヤンに戻るまでの過程で入れ
られるようになった。恐らくは、パリサダの影響と考えられる。
（6）M.エリアーデ、前掲訳書の第３章「太陽と太陽崇拝」は参考になる。バリ・アガ研究
だけでなく、バリ・ヒンドゥーについて考察する場合にも役に立つ。バリ・ヒンドゥー
の家に行くと多くのサンガーがあるのにスリヤ―のサンガーがない場合がある。しかし、
彼らは、スリヤーはすべてのサンガーの背後にいるという。つまりは、かれらの意識か
ら除かれたわけではないが、エリアーデ的にいえば、隠れた神として位置づけられてい
るということであろう。また、チャンディ・ダサのブグブグ村（バリ・アガ村のひとつ）
では、ほとんど各家にスリヤー・サンガーはある。
（7）かつて筆者がバユン・グデの調査をしたときは、ティルタ・ウンプルの後は帰るだけで
何もないと村人は言っていたが、スカワナの調査をしているうちに疑問に思い、再度質
問してみると、やはりクランへの参詣が組み込まれていたことが判明した次第である。

